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国際化の意識調査に関するアンケート結果 

 

調査期間：2016 年 12 月 9 日～12月 22 日 

調査対象：富山経済同友会会員企業 384 社 

回答数 ：178 社（回答率 46.7%）（製造業 52 社、非製造業 126 社） 

 

【調査結果の概要】 

国際化に対するスタンスについて (☞ P1) 

（１）アウトバウンド対応（海外進出）に関心があるか  (☞ P1) 

「アウトバウンド対応に関心はない」(46%)が最も多く、ついで「既にアウトバウンド対応を行っ

ている」(35%)、「アウトバウンド対応に関心がある」(15%)となった。 

 

（２）インバウンド対応（海外投資、海外顧客の獲得等）に関心があるか  (☞ P1) 

「インバウンド対応に関心はない」(45%)が最も多く、次に「既にインバウンド対応を行っている」

(30%)、「インバウンド対応に関心がある」(21%)となった。 

 

（３）外国人の採用に関心があるか  (☞ P1) 

「既に外国人を採用している」(37%)が最も多く、続いて「外国人採用に関心はない」(33%)、「外

国人採用に関心がある」(26%)となった。 

 

以 上 
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国際化の意識調査 

１．貴社（貴支店等）について 

貴社の本社所在地をお答えください。 

(回答社数 178 社) 

富山県 81% 

東京都 13% 

大阪府 2% 

石川県 1% 

神奈川県 1% 

兵庫県 1% 

愛知県 1% 

 

２．貴社の国際化に対するスタンスについて 

  （１）アウトバウンド対応(海外進出)に関心があるか 

 (回答社数 178 社)  

既にアウトバウンド対応を行っている 35% 

アウトバウンド対応の計画がある 1% 

アウトバウンド対応に関心がある 15% 

アウトバウンド対応に関心はない 46% 

その他 3% 

 

（２）インバウンド対応（海外投資、海外顧客の獲得等）に関心があるか。 

 

既にインバウンド対応を行っている 30% 

インバウンド対応の準備をしている 2% 

インバウンド対応に関心がある 21% 

インバウンド対応に関心はない 45% 

その他 2% 

 

（３）外国人の採用に関心があるか。 

 

既に外国人を採用している 37% 

外国人採用に向けて準備している 2% 

外国人採用に関心がある 26% 

外国人採用に関心はない 33% 

その他 2% 

（回答社数 177 社） 

 

（回答社数 177 社） 
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・回答者業種分類 

業種 件数 比率 

建設業 29 16% 

製造業 52 29% 

電気・ガス・熱供給・水道業 5 3% 

情報通信業 7 4% 

運輸業 9 5% 

卸売・小売業 27 15% 

金融・保険業 13 7% 

不動産業 3 2% 

飲食店・宿泊業 3 2% 

サービス業 20 11% 

その他 10 6% 

総数 178 100% 

 

 

・回答者企業規模（従業員数） 

規模 件数 比率 

10 人未満 4 2% 

10～49 人 43 26% 

50～99 人 28 17% 

100～199 人 25 15% 

200～399 人 20 12% 

400 人以上 46 28% 

総数 166 100% 

 

 

以 上 

 

 

※支店等の場合は全社の値 


